
1. マーケット・レート
10月28日 10月31日 11月1日 11月3日 11月4日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.2000 3.1930 3.2310 3.2420 3.2360 -0.0060
BRL/JPY Spot 32.72 32.85 32.21 31.74 31.84 +0.10
EUR/USD Spot 1.0984 1.0976 1.1053 1.1108 1.1137 +0.0029
USD/JPY Spot 104.74 104.88 104.09 102.89 103.04 +0.15

6MTH(p.a.) 13.26 13.23 13.23 13.22 13.22 -0.0016
1Year(p.a.) 12.47 12.39 12.43 12.39 12.38 -0.0080
6MTH(p.a.) 2.041 2.033 1.939 1.999 2.069 +0.070
1Year(p.a.) 2.222 2.222 2.131 2.197 2.268 +0.071

株式 64,308.00 64,924.52 63,326.42 62,007.19 61,598.39 -408.80

CDS 277.00 273.50 281.92 289.15 285.00 -4.14

商品 189.210 186.276 185.811 183.380 182.504 -0.876

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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米大統領選挙の不透明感で新興国通貨が軟調

今週は米世論調査で共和党候補トランプ氏への支持が民主党候

補クリントン氏の支持を上回ったことを受け、全世界的にリスク資

産売りの動きが見られた。株式市場が軟調推移し、ボベスパ指数

は一週間で約4%下落した。中南米通貨も対ドルで幅広く売られ、

ペルーソルが先週比▲0.7%、ブラジルレアルが同▲1.1%、チリ

ペソが同▲1.3%、コロンビアペソが同▲2.4%となった。ブラジル

国債5年物のCDSは8月以来の水準まで上昇した。
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• 今週のレアルは1ヶ月半ぶりの安値まで下落。

• 週初のレアルは3.1950で寄り付いた。31日は在外資金申告の期日となり、後場に大口のレアル買いが出ると週間高値3.1640まで上昇。そ

の後、米国大統領選挙をめぐる不透明感を背景にリスクオフムードとなり、レアルは軟調推移。週末にかけて週間安値3.2630を示現した後、

小反発し3.2360で越週。

• 伯中銀公表のエコノミスト予想集計では、2016年のGDP成長率予想が▲3.22%から▲3.30%へ4週連続で引き下げられた。インフレ率予

想は2016年末が6.89%から6.88%に7週連続で引き下げられた。政策金利予想は2016年末が13.50%で据え置かれたが、2017年末は

11.00%から10.75%に下方修正された。

• 先週末に開かれたOPEC加盟国と非加盟国による協議で減産合意の詳細を詰められなかったことから原油価格は週を通して軟調推移。米

エネルギー情報局公表の米国原油在庫が過去最大の増加となったことや、北海産原油の出荷量が4年ぶりの高水準に達する見通しとなっ

たことを受けてWTI先物は週間ベースの下落幅としては約10か月ぶりの大幅下落となった。

• 30日、ブラジル地方選挙の第2回投票が行われた。全国5,568人の市長のうち約83%が連立与党勢力の政党から選ばれ、労働者党は前

回から大幅に議席数を減らした。選挙結果は現テメル政権が進めようとしている改革をサポートするものと見られる。

• 2日開催のFOMCでは予想通り政策金利が据え置かれた。声明文に前回から大きな変更はなかったが、利上げの論拠は引き続き強まって

いると判断していることが示され、市場では12月の利上げ期待が高まった。

• 4日に発表された10月の米雇用統計はNFPが前月比161千人増加と予想を下回った。一方、9月分は191千人の増加に情報修正され、失

業率は5%から4.9%に改善した。内容は強弱入り混じったものでマーケットの反応は薄かった。しかし、12月利上げを妨げる内容ではないと

の見方が多い。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.15－3.35

国 予想 実績 前回

ブラジル FIPE消費者物価指数(月次) 0.29% 0.27% -0.14%

ブラジル ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ -- 44.9 46.1

ブラジル ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｻｰﾋﾞｽ業 -- 43.9 45.3

米 貿易収支 -$38.0b -$36.4b -$40.5b

米 非農業部門雇用者数変化 173k 161k 191k

米 失業率 4.9% 4.9% 5.0%

米 労働参加率 -- 62.8% 62.9%

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 11/7 自動車販売台数(伯自工会) Oct -- 159961

ブラジル 11/7 貿易収支(週次) nov/06 -- --

ブラジル 11/8 FGV CPI IPC-S nov/07 0.44% 0.34%

ブラジル 11/8 FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-DI(前月比) Oct 0.24% 0.03%

米 11/8 NFIB中小企業楽観指数 Oct 94.2 94.1

ブラジル 11/9 IBGEｲﾝﾌﾚIPCA(前月比) Oct 0.28% 0.08%

米 11/9 MBA住宅ﾛｰﾝ申請指数 nov/04 -- -1.2%

米 11/9 卸売在庫(前月比/確報) Sep 0.2% 0.2%

ブラジル 11/10 FIPE CPI-週次 nov/07 0.36% 0.18%

ブラジル 11/10 IGP-M Inflation 1st Preview Nov 0.20% -0.01%

ブラジル 11/10 小売売上高(前年比) Sep -6.1% -5.5%

ブラジル 11/10 広義小売売上高(前年比) Sep -8.7% -7.7%

米 11/10 新規失業保険申請件数 nov/05 260k 265k

米 11/10 月次財政収支 Oct -$78.5b $33.4b
米 11/11 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ(速報) Nov 87.9 87.2
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5.本日の主要経済指標 

来週は米大統領選挙動向に注目が集まる。先週末以降、トランプ候補がクリントン候補との差を縮めており結果が注目される。
選挙結果を受けてリスクオフムードとなる場合、レアルは軟調推移しよう。一方、OPECの減産合意への疑念が高まっており、原
油価格が軟調推移する中、レアルの上値は限定的と予想する。


